
農協法施行50周年記念　滝野川牛青と人参の説明板

－6－

第
四
六
六
回
　
月
例
研
究
会
　
講
演

江

戸

東

京

野

菜

の

講

師

　

大

　

竹

　

道

1
月
2
9
日
（
日
）

魅
力
茂
氏報
告

　

有

　

馬

　

純

　

雄

東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
の
食
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
江
戸
東
京
野
菜
の
説
明
板
に
つ
い

て
は
北
区
滝
野
川
西
区
民
セ
ン
タ
ー
の

玄
関
脇
に
「
瀧
野
川
牛
華
、
人
参
」
　
の

も
の
が
、
ま
た
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街

江
戸
東
京
・
伝
統
野
菜
研
究
会
代
表

の
大
竹
道
茂
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
江
戸

東
京
野
菜
の
魅
力
」
と
の
テ
ー
マ
で
お

話
し
を
聞
い
た
。
練
馬
大
根
、
小
松
菜
等
、

東
京
や
日
本
各
地
で
栽
培
さ
れ
食
卓
に

乗
る
伝
統
野
菜
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
や
現
状
に
つ
い
て
触
れ
ち
れ
た
。

し
か
し
話
の
中
心
は
当
然
、
北
区
滝
野

川
で
あ
る
。
江
戸
東
京
野
菜
を
語
る
に

は
、
瀧
野
川
人
参
、
瀧
野
川
牛
芽
は
欠

か
せ
な
い
存
在
。
江
戸
時
代
に
ま
で
遡

る
そ
の
歴
史
的
経
緯
と
衰
退
の
理
由
や

背
景
、
ま
た
長
さ
約
1
m
に
も
及
ぶ
形

状
や
栽
培
と
収
穫
に
伴
う
特
徴
、
味
わ

い
や
料
理
（
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
、
煮
物
等
）

の
用
途
等
を
説
明
さ
れ
、
認
識
を
新
た

に
し
た
。
大
竹
氏
は
江
戸
東
京
野
菜
の
栽
培
指

導
も
実
際
に
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
著
作

の
「
江
戸
東
京
野
菜
」
に
は
「
一
九
八
九

年
よ
り
J
A
東
京
中
央
会
に
て
江
戸
東
京

野
菜
の
復
活
に
取
り
組
み
、
都
内
の
江

戸
東
京
農
業
の
説
明
板
（
5
0
カ
所
）
設

置
に
尽
力
。
二
〇
〇
八
年
よ
り
（
公
財
）

入
口
前
の
真
性

寺
角
に
「
種
屋

街
道
」
　
の
も
の

が
あ
り
、
設
置

の
経
緯
や
苦
心

談
を
話
さ
れ

た。

昨
年
、
瀧
野

川
八
幡
神
社
宮

司
の
藤
井
氏
の

下
、
神
社
氏
子

の
方
々
の
尽
力

に
よ
り
瀧
野
川

人
参
、
瀧
野
川

牛
華
が
境
内
で

育
て
ら
れ
、
そ

の
栽
培
の
指
導

に
当
た
ら
れ
た

と
の
こ
と
。
昨

年
三
月
末
の
種

蒔
ま
で
の
境
内

の
場
所
の
選
定

や
栽
培
方
法
の

検
討
等
の
準
備

作
業
を
振
返
ら
れ
、
そ
の
後
の
生
育
や

九
月
末
の
収
穫
作
業
に
も
助
言
さ
れ
て

お
ら
れ
る
。

以
下
、
何
点
か
、
興
味
深
く
お
聞
き

し
た
お
話
し
を
記
す
と
、

○
東
京
都
内
の
1
1
区
に
い
わ
ゆ
る
農
地

法
に
よ
る
農
地
が
現
存
し
、
北
区
に

は
荒
川
土
手
近
く
の
浮
間
二
丁
目
に

良
く
管
理
さ
れ
た
農
地
が
あ
る
。

○
滝
野
川
一
丁
目
3
7
番
地
　
（
都
電
西
ヶ

原
四
丁
目
電
停
近
く
）
　
に
牛
芳
坂
が

あ
り
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
は
検
索

で
き
る
が
、
そ
の
場
所
に
は
な
ん
の

標
識
や
説
明
板
も
な
い
。
北
区
の
資

料
に
は
宅
地
化
さ
れ
る
ま
で
は
、
牛

芳
畑
が
広
が
っ
て
い
た
と
あ
る
。

○
西
ヶ
原
小
学
校
の
体
育
館
の
建
つ
敷

地
に
は
、
昔
、
川
の
水
を
引
い
た
牛

寿
の
洗
い
場
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
私

の
父
よ
り
聞
い
た
話
で
、
父
は
同
校

の
第
四
代
校
長
だ
っ
た
か
ら
。

○
牛
華
は
北
欧
や
シ
ベ
リ
ア
が
原
産
地

で
、
日
本
に
は
平
安
時
代
に
中
国
か

ら
薬
用
植
物
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

瀧
野
川
牛
薯
は
江
戸
元
禄
時
代
に
瀧

野
川
村
鈴
木
源
吾
に
よ
り
栽
培
が
始

ま
っ
た
。

○
亡
く
な
ら
れ
た
女
性
北
区
議
会
議
員

の
黒
田
さ
ん
が
尽
力
さ
れ
、
当
時
の

紅
葉
中
学
で
栽
培
が
始
め
ら
れ
た
。



2022年3月　滝野川八幡神社境内　牛青の種まき

この後塩ビ管を板で囲った。

八幡神社の2022年9月収穫直後、塩ビ管を裁断して出てきた滝野川牛膏

水不足の不足のため、細根が沢山出ていた。
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○
滝
野
川
三
丁
目
の
も
み
じ
小
学
校
を

訪
ね
た
折
、
大
き
く
伸
び
き
っ
た
牛

薯
を
見
つ
け
て
、
小
学
生
に
伝
え
る

と
大
変
驚
い
て
い
た
。

○
東
京
で
瀧
野
川
牛
薯
を
栽
培
さ
れ
て

い
る
農
家
が
あ
る
が
、
収
穫
に
は
約

1
m
の
牛
著
の
先
端
ま
で
土
を
掘
り

起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
く
大
変
で
、
機

械
を
使
っ
て
い
る
。

○
太
く
て
真
ん
中
に
ス
が
あ
り
、
そ
こ

に
詰
め
物
を
し
て
調
理
す
る
京
野
菜

の
堀
川
牛
寿
が
あ
る
が
、
も
と
は
瀧

野
川
牛
寿
だ
と
京
都
の
先
生
に
教
え

て
頂
い
た
。

○
人
参
の
ル
ー
ツ
は
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
り

く
収
穫
に
手
間
が
か
か
り
衰
退
し
て

い
っ
た
が
、
川
崎
市
麻
生
区
万
福
寺

地
域
の
農
家
が
栽
培
を
続
け
、
住
宅

を
求
め
移
り
す
ん
だ
周
辺
の
方
々
が

そ
れ
を
知
り
、
栽
培
が
復
活
し
「
万

福
寺
大
長
人
参
」
と
し
て
い
る
。

O
「
品
川
カ
ブ
」
は
、
今
で
は
品
川
神

社
に
関
わ
る
方
々
が
育
て
て
お
ら
れ

る
が
、
も
と
は
瀧
野
川
カ
ブ
と
伝
え

ら
れ
る
。
瀧
野
川
八
幡
神
社
の
牛

穿
、
人
参
の
栽
培
と
同
時
に
瀧
野
川

カ
ブ
も
栽
培
さ
れ
、
牛
華
、
人
参
、

日
本
に
来
た
の
が

長
い
人
参
、
反

対
に
オ
ス
マ
ン
ト

ル
コ
を
通
り
ヨ
ー

ロ

ッ

パ

に

着

い

た
の
が
短
い
人

参
。
昭
和
5
0
年
代

に
フ
ア
ミ
レ
ス
に

よ
り
短
い
人
参

が
日
本
に
入
り

市
場
を
占
め
た
。

○
徳
川
吉
宗
が
日
本

全
国
か
ら
小
石
川

薬
種
園
に
集
め
た

植
物
の
中
に
瀧
野

川
人
参
の
元
が
あ

り
、
年
の
碁
に
収

穫
さ
れ
牛
華
と
と

も
に
、
正
月
の
食

材
と
し
て
重
宝
さ

れ
て
い
た
。
し
か

し
牛
萎
同
様
に
長

カ
ブ
の
汁
物
と
し
て

参
拝
客
に
振
る
舞
わ

れた。

○
駒
形
ド
ジ
ョ
ウ
の
ド

ジ
ョ
ウ
鍋
に
は
瀧
野

川
牛
寿
の
サ
サ
ガ
キ

が
欠
か
せ
な
い
し
、

北
区
稲
付
に
は
滝
野

川
ご
ぼ
う
ビ
ー
ル
あ

り
、
そ
の
特
性
が
生

か
さ
れ
て
い
る
。

講
演
を
お
聞
き
し
、
】
江

戸
東
京
野
菜
は
、
江
戸

幕
府
開
聞
を
発
端
と
す

る
食
文
化
、
料
理
文
化

を
携
え
背
負
う
生
き
た

遺
産
で
あ
る
と
思
っ
た
。

大
量
生
産
、
大
量
消
費
さ

れ
る
野
菜
は
、
我
々
が

生
き
る
た
め
の
も
の
と

し
た
ら
、
江
戸
東
京
野

菜
は
、
知
識
と
感
性
の

栄
養
で
は
な
か
ろ
う
か
。


